
               2015年 9月 

   主題 

国際会長   「信念のあるミッション（使命・目標）」          会 長  亀野 貞                     

アジア地域会長「愛をもって奉仕しよう」                副会長  千賀直道 

西日本区理事 「あなたならできる！きっとできる」           書 記  薦田正男                    

中部部長   「踏み出そう 次の一歩のための一歩を」         会 計  佐脇康弘 

クラブ会長  「ワイズで学び ワイズで奉仕」             直前会長 薦田正男  

 

今月の聖句 

 「勤勉な人の計画は、ついにそに人をゆたかにする」 

                        箴言 ４章１３節                                            

  

        9月例会案内 

日 時 9月 9日(水) １9時～ 

会 場 アスト津 3F 交流広場 

司 会 千賀直道君 

開会点鐘 

ワイズソング斉唱 

会長挨拶             会長 

諸報告 

ジャガイモ販売 

中部部会申し込み   

その他 

閉会点鐘 

前期会費納入をして下さい 

 在  籍 第１例会  第２例会 メークアップ  出 席 率 ファンド 
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       白鳥慕情 

              亀野 貞 

ラジオを聞き流していたら、アツタシュラインとか

クサナギノツルギという音が耳に引っかかってきた。

アツタシュラインの隣には、我が母校・白鳥小学校が

あり、クサナギノツルギをかざして焼津で戦った日本

武尊を埋葬した墓から白い鳥が飛び立ったという故

事から白鳥小学校の校名が成り立っていることを私

はよく理解し、しかも白鳥御陵と称する古墳が我が母

校・宮中学校の隣にあり、これが日本武尊の墓である

と信じていた。 

 ところが、日本武尊が伊吹山の戦で滅茶苦茶にやら

れて鈴鹿に逃げてきたときに足が三重（さんじゅう）

に折れ曲がり（通常、足は膝で二重に曲がる）、やが

てこの地で没し、鈴鹿市には白鳥塚古墳が存在し、そ

の近くには白鳥中学校が存在していることを知った。

日本武尊は鈴鹿で足が三重になって死んでいること

から、彼の墓は熱田の白鳥御陵ではないと思わざるを

えない。三重県の県名の由来は足が三重に折れ曲がっ

たことからきているとのことである。 

日本武尊は伊吹山へはクサナギノツルギは持って

いかなかったのだろうか、クサナギノツルギは火攻め

に対する以外には効果がなかったのか、疑問が残る。 

 白鳥小学校ではクサナギノツルギを天に振りかざ

す勇壮な日本武尊を先輩のように慕っていたが、白鳥

中学校では負け戦から敗走してきた日本武尊をどの

ように位置づけているのだろうか。 

 さて、白い鳥はコウノトリやツルの可能性は無く、

白鷺と思われるが、根ノ上キャンプで自生しているサ

ギソウをリーダーさんに教えられたことを記憶して

いる。 

追伸 

熱田神宮参詣の折は、きよめ餅をぜひどうぞ。（同級

生がやっている） 

 

        中部部会案内 

 

日時 ９月２６日（土）１２時３０分～ 

会場 名古屋市公館 市役所東 

参加費 １２０００円 メネット会 ５００円 

講演会 講師 矢野きよ実氏 

みんなで参加しましょう 

      西日本区各部会案内 

 

９月５日（土） 六甲部 

９月１２日（土）阪和部 

９月１９日（土）中西部 

１０月１０日（土）びわこ部 

１０月１７日（土）九州部 

１０月３１日（土）瀬戸山陰部 

１１月１日（土） 京都部 

１１月１１日（土）西中国部 

他の部会に参加希望の方は直接申し込み下さい。 

 

      早朝ウオーキング 

                  KOMO３ 

健康維持のために５時頃より３０分～４０分コース 

をウオーキングしています。小鳥のさえずりが聞こえ

る小路を歩く時は小鳥の姿を追ってみたり幼鳥の声

だなと思ったりしています。ウグイスが夏場よくない

ていました。セミの声もツクツクボウシにかわりヒグ

ラシゼミのカナカナカナがきかれるようになりまし

た。楽しみは道端の花壇に咲く花に逢えることです。 

コースによって出会う人が違いますが挨拶をし時に

立ち話をすることもあります。９０歳ちかいお年寄り

が両手に鉄アレーをもって猫背の状態で走っておら

れます。カメラを持ってのウオーキングのため途中休

憩になってしまうときがあります。珍しい花を見かけ

ましたので紹介します。 

 

キツネのかみそり        なつすいせん 

 
  あぶらぜみ          かわせみを見かける池 

美術館から県文に向かうコース約 2キロです。 

 


